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研究の動機  
一般家庭を対象に抜いても抜いても生えてくる雑
草を肥料にしその効果を調べたいと思ったため。 

先行研究 
・雑草の種類としてはチガヤ、ナズナ、ドクダミなど
がある。 
・雑草は生物が成長するための栄養が少ない。 
→もともと持っている栄養が少ない。 
・窒素は葉と茎、リンは花と果実 
カリウムは根の生長に必要な栄養 
をもっている。 

研究方法 
・雑草＋廃棄物の組み合わせを変えコンポストで
作った肥料を作り同じ種類の植物に与える。三日
に一回どれだけ伸びたか、重さはどのくらいあるの
かを測定する。 
　　　　　　　　　　　　　　コンポストとは家庭の生ごみを微生 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 物に分解させて堆肥に変えること。 

　　　　　　　　　　　　　　ホエイとはヨーグルトの上澄みなど 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 どの牛乳由来のタンパク質で、堆 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 肥などの発酵を促進する働きがあ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 る。  

 

・土は栄養の含有量が普通の土を使う。 
・今回は小松菜を使う。 
・コンポストは段ボールを使い、屋外で肥料になる
のを待つ(ホエイ、米ぬか、燻炭を用いて１か月ほ
どに短縮)。 
・肥料が出来たらそれぞれの植木鉢に肥料を投入  

必要な道具  

・廃棄物（コーヒーカス、生ゴミ、果物の皮） 
・ホエイ550ml（50mlのホエイを10倍に希釈） 
・ものさし        ・雑草 
・じょうろ         ・スコップ        
・土          　   ・米ぬか 
・コンポスト     ・燻炭　 
・小松菜の種 

仮説 
・植物の成長にはリン・カリウム・窒素が必要で
あるため、窒素が多く含まれているコーヒーを
使った肥料が一番成長すると考えられる。 
・逆に最も成長しないのは栄養が少ない雑草
だけを使った肥料だと考えられる。 

考察  

果物を使った肥料には窒素、リン、カリウムのほかに小
松菜が成長しやすいビタミンCや食物繊維が入ってい
たため、小松菜が一番成長したと考えられる。また、野
菜を使った肥料は根の成長に必要なカリウムが多く
入っていたため、限られた植木鉢の中ではストレスに
なり、枯れる原因になったと考えられる。しかし、この結
果は小松菜の場合であるため、他の植物でも実験す
る必要がある。今回の実験で使ったホエイは、コンポ
ストの発酵期間を特定の環境下で短縮させる効果が
あると考えられる。今回の研究を通して、季節に合っ
た成長の早い植物を選ぶことが最も苦労した。 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～組み合わせ～　　　 
①雑草だけ 
②雑草＋コーヒー 
③雑草＋全て                                     
④雑草＋野菜の廃棄部分 
⑤雑草＋果物の皮 

研究の目的  
一般家庭を対象に簡単に肥料を作ってもらうこと、
そしてゴミを減らすと同時にSDGs問題にも興味を
持ってほしかったため。  結果 

 
　 
 
 
 
 
 
 
上のグラフより、②コーヒーを使った肥料より、⑤果
物で作った肥料が一番成長した。逆に①雑草だけ
の肥料より、④野菜を使った肥料が一番成長しな
かった。③雑草＋全ての肥料は４番目に成長した。  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